
放 射 性 物 質 に 関 す る 安 全 基 準 の 早 期 設 定 等 を 求 め る 意 見 書  

 

 東 日 本 大 震 災 に 伴 う 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 は 収 束 に 向 け た 対 応 の

長 期 化 が 予 想 さ れ 、 環 境 中 に 放 出 さ れ た 放 射 性 物 質 が も た ら す 健 康 へ の 影 響 に つ

い て 国 民 に 不 安 が 広 が っ て い る 。  

 政 府 が 衆 議 院 科 学 技 術 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 特 別 委 員 会 に 提 出 し た 資 料 に よ る

と 、 今 回 の 事 故 に よ り 放 出 さ れ た セ シ ウ ム １３７は 広 島 に 投 下 さ れ た 原 子 力 爆 弾 の

168 . 5 個 分 、 ス ト ロ ン チ ウ ム ９ ０ は 同 原 子 力 爆 弾 の 約 2.4 個 分 に 相 当 す る 。 ま

た 、 国 立 環 境 研 究 所 の 調 査 に よ る と 、 セ シ ウ ム １３７の 全 放 出 量 の 約 ２ ２ ％ が 日 本

の 陸 地 に 沈 着 し て お り 、 こ れ ら の 放 射 性 物 質 が 食 品 や 土 壌 、 大 気 中 な ど に 多 く の

汚 染 被 害 を も た ら し た 。  

 そ の よ う な 中 、 厚 生 労 働 省 で は ３ 月 １ ７ 日 に 食 品 に 関 す る 暫 定 規 制 値 を 設 け た

が 、 こ れ は あ く ま で も 暫 定 で あ り 、 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 前 の 基 準

で あ れ ば 否 と さ れ る 極 め て 高 い 値 が 是 と さ れ て い る 。 そ の た め 、 現 在 用 い ら れ て

い る 暫 定 規 制 値 等 は 、 今 後 科 学 的 根 拠 に 基 づ き よ り 安 全 な 規 制 値 に 改 め て い く 努

力 が 必 要 で あ る 。  

 よ っ て 、 政 府 に お か れ て は 、 国 民 の 安 全 を 守 る た め に 、 次 の 事 項 に つ い て 早 期

に 実 現 す る よ う 要 望 す る 。  

１  食 品 や 土 壌 、 大 気 中 な ど の 暫 定 規 制 値 等 を 見 直 し 、 国 民 の 安 全 を 確 保 す る た

め に 必 要 な 基 準 を 定 め 、 示 す こ と 。  

２  小 児 、 妊 婦 に 関 し て は よ り 影 響 を 受 け や す い 可 能 性 が あ る と さ れ て い る こ と

か ら 、 小 児 、 妊 婦 の 特 性 を 十 分 に 配 慮 し た 安 全 基 準 を 示 す こ と 。  

３  放 射 性 物 質 を 含 む 焼 却 灰 等 の 廃 棄 物 処 理 に つ い て 、 国 の 責 任 に お い て 国 民 が

納 得 す る 処 分 方 法 を 明 示 す る と と も に 最 終 処 分 場 を 確 保 し 、 安 全 性 等 に つ い て

国 民 に 説 明 を す る こ と 。  

４  放 射 線 量 の 測 定 等 を 強 化 す る た め の 予 算 措 置 を 行 う と と も に 、 国 民 へ の 正 確

な 情 報 提 供 及 び 正 し い 知 識 の 普 及 啓 発 に 取 り 組 み 、 不 安 の 解 消 と 風 評 被 害 の 拡

大 防 止 に 努 め る こ と 。  

こ こ に 横 浜 市 議 会 は 、 全 会 一 致 を も っ て 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意

見 書 を 提 出 す る 。  
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あ て  


